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系統豚「アワヨーク」の維持に関する試験

新居雅宏・飯塚 悟・松長辰司

要 約

1 平成5年7月に認定された大ヨークシャー種系統豚「アワヨーク」の維持試験を実施した。

2 平成26年度にはのべ43頭の母豚が分娩し，387頭の子豚を生産，維持群の更新に雄1頭及び雌5頭，県内

の一貫農家2カ所に雌42頭を譲渡した。

3 繁殖育成成績は平均総産子数9.67頭，平均哺乳開始頭数9.00頭，平均離乳頭数7.93頭，離乳までの育成

率88.1％，平均生時体重1.26kg，平均離乳時体重5.13kg(3週齢時)であった。

、 ， ， ，4 平成26年度中に雄1頭 雌5頭を更新した結果 平均血縁係数37.57±11.77 平均近交係数16.72±5.79

遺伝的寄与率変動係数1.146となった。

5 生後60日～150日齢までのADGは、雌722.0±103.4g(145頭)、去勢796.5g±136.5g(151頭)であった。

発育性、産肉性及び肉質について雄豚間に差が見られ，これらの形質について遺伝的な改善の余地が

示唆された。

目 的

昭和61年から開始した大ヨークシャー種の系統

造成は平成5年6月に完成し，同年7月に系統豚と

して認定され 「アワヨーク」と命名された。こ，

の認定された系統豚を長期間にわたり集団の遺伝

的構成の変化をできるだけ少なく維持するととも

に維持群の近交係数の上昇に伴う繁殖育成成績，

産肉能力等への影響について調査する。

なお，組織再編整備により平成19年度途中に組

織の再編整備のため，維持群の規模を縮小した。

材料および方法

1)試験期間

平成5年～

2)供試豚

平成5年7月に認定された大ヨークシャー種

系統豚「アワヨーク」の維持群

（ ， ， ，基本的に雄9頭 雌35頭の維持群を 雄7頭

雌22頭の規模に縮小）

7頭の雄親由来の296頭について発育等につい

て調査した。

表1 調査豚の雄親の構成

3)飼養管理

飼料の種類及び給与方法を表2に，衛生管理

方法を表3に示した。

表2 飼料の種類及び給与方法

性別

雄豚名 雌 去勢 全体

1802 14 12 26

2409 15 18 33

3407 17 15 32

6509 17 26 43

7605 43 42 85

9102 8 3 11

9902 30 36 66

合計 144 152 296

区 分 種類 T D N

(%)

DCP(%) 給 与 期 間 給与方法

子豚 人工乳A

人工乳B

8 5 . 5

8 0 . 0

19.0

16.5

14日齢～10kg

10～30kg

不 断 給 餌

不 断 給 餌

育 成 豚 子豚育成用 7 8 . 0 14.0 30ｋｇ～120日 不 断 給 餌

肥 育 豚 肥育用 7 7 . 0 14.0 1 2 0 日 齢 ～ 不 断 給 餌
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表3 衛生管理プログラム

a)移行抗体を介した子豚への免疫付与 b)1回目は分娩2週間前

までに2回接種､2回目以降は1回接種

4)調査項目

(1)維持の状況

(2)繁殖育成成績

(3)集団の遺伝的構成

(4)発育成績

(5)枝肉成績

背腰長II(第1胸椎から最後腰椎部の長さ)，

背脂肪厚(肩部，背部，腰部，ランジル部)，

椎骨数(胸椎＋腰椎)，及び第4-5胸椎間の胸

Mycoplasma最長筋の面積を測定した。また，

(M.hp)による肺のマイコプhyopneumoniae

ラズマ病変の大きさをGoodwin らの指標を2)

基にMPSスコアとして判定した。

(6)肉質等成績

冷蔵庫で1日放置した枝肉について，第4-5

胸椎間の胸最長筋を視覚により肉のPCS（Por

k Color Standard)，シマリ，マーブリング

スコア(NPPCモデル)及びろ紙を用いたドリッ

プ重量をKauffman の方法に準して測定し2）

た。

また、屠畜放血時の血液をラクテート・

プロ™2 LT-1730(アークレイ株式会社)を用い

て血中乳酸値を測定した。

(7)統計処理

統計処理は、市販のソフトStatView (HULI

NKS®)を用いた。増体速度，枝肉形質につい

時 期 対 疾 病 薬品名 投与時期 投与量 投与法

子 豚 肺炎 ﾏｲｺ･ﾊﾟｽ･AR混合V

PCV2V

ﾍﾓﾌｨﾙｽ3混V

1 , 3 週 齢

4 週 齢

5 , 9 週 齢

1mL

1mL

1mL

筋注

筋注

筋注

豚 丹 毒 豚丹毒V 8週齢 1mL 筋注

種 豚 日本脳炎 日本脳炎V 4,5月 1mL 筋注

豚パルボ 豚パルボV 4,5月 1mL 筋注

a )大腸菌 大腸菌V b )分 娩 前 2mL 筋注

a )P C V 2 PCV2V b )分 娩 前 2mL 筋注

て雄及び性別を成分とした共分散分析を行っ

た。また，形質間の関連性については，相関

係数を算出し,FisherのZ変換により，有意性

を検討した。

結果及び考察

(1) 維持の状況

平成26年度には22頭の母豚が述べ43回分娩

し，416頭の子豚を生産，維持群の更新に雄1頭

及び雌5頭，県内の肥育一貫農場及び種豚生産

農場の計2か所に雌42頭を譲渡した。

(2) 繁殖育成成績

平成26年度は，平均総産子数9.67頭，平均哺

乳開始頭数9.00頭，平均離乳頭数7.93頭，離乳

までの育成率88.1％であった。平均生時体重は

1.26kg，平均離乳時体重(生後3週齢時)は5.13k

gであった。

維持の規模を縮小するまで，平均総産子数が

11頭以下になったのは，凍結精液による受胎試

験を多用した平成7～9年を除いて，平成13年と

。 ，18年に散見されるだけであった しかしながら

平成21年以降6年連続で11頭を下回り，平成24

年度以降10頭未満であった。

(3) 集団の遺伝的構成

平成25年度中に雄1頭及び雌5頭を更新した結

果，集団の遺伝的構成は平均血縁係数37.57±1

1.77，平均近交係数16.72±5.79，遺伝的寄与

率変動係数1.146となった。

平成19年度途中に維持群の規模を縮小以降，

近交係数の上昇が加速している。近交係数の上

昇に伴う産子数の減少についてはいくつかの報

告 があり，近年の近交係数の上昇と総産子3)4)5)

数の減少傾向とが時期を同じくしており、関連

性が示唆された。

(4)発育成績

生時，7日，21日，60日，90日，120日，150日



- 13 -

徳島畜研報 No.16(2017)

及び出荷前の体重を実測するとともにそれぞれの

発育ステージにおける1日平均増体重(ADG)を算出

した(表7)。21―90日齢のADGでは，性別間に有意

差がないのに対し，90－150日齢及び21－出荷時A

DGについて性差がみられ、去勢が雌に比べADGが

高かった。このことについては前報 と同様6)7)8)9)

の結果であった。また，性別を考慮した父親豚間

の共分散分析の結果，生時体重、150日体重及び

出荷時体重以外について雄豚間に有意な差がみら

れた。

(5)枝肉成績

調査豚について枝肉形質について測定し，性別

及び父親間で共分散分析を行った(表8)。結果、

各付、背脂肪厚背、腰、ランジル、椎骨数、胸最

長筋及びMPSスコアについて、雄豚間に差がみら

れた。一方、各付、背脂肪肩、背脂肪背、背脂肪

ランジル及び胸最長筋面積に性差がみられた。

発育と枝肉形質等の関連性を表10に示した。MP

Sスコアと他の形質では，ADGについて120－150日

ADGと負の相関（P<0.01）がみられたが、他の発

育及び枝肉形質と相関はなかった。一方、MPS病

変が5％以上の60頭を抽出して相関係数を算出す

ると乳酸値の去勢においてr＝0.49（P<0.01）の

有意な相関がみられた。人において乳酸脱水素酵

素（LDH）はマイコプラズマ性肺炎のバイオマー

カーとして使用される報告 があることから、豚10)

でもM.hp感染豚においてLDH活性が高まっている

ことも推察された。

観察した219頭の出荷豚について，軽度のもの

も含めると106頭(48.4%)の個体にMPS病変が観察

。 。された これは昨年度の62.9％に低い値であった

前報 では,MPSスコアと発育に関して何ら関連9)

性がなかったのに対し,本研究では90－120日ADG

との間に低いながら有意な相関がみられた。M.hp

感染豚では，1日平均増体重が14～20%減少すると

報告 されている一方，M.hp感染と発育性には関11)

連性が無いという報告 もある。M.hp感染豚の多12)

くは，他の細菌による二次感染を起こしているこ

とが知られており，今回の結果は，M.hpの単独感

染では，発育に対する影響が少ないことを示唆す

るものとなった。

M.hpによる肺スコアに対する遺伝的抵抗性と改

良の可能性について報告 されているが，本試験13)

において雄豚間の差は認められなかった。今後，

適切な衛生管理プログラムにより病原菌のコント

ロールと併せて遺伝的改良の可能性について調査

する。

(6)肉質等成績

第4－5割面の胸最長筋についてPCS、シマリ、

マーブリングスコア、乳酸値、ろ紙法によるドリ

ップ重量及びMinolta a*値について父親間にま

た、マーブリングスコアについては性差がみられ

た(表9)。胸最長筋肉内粗脂肪（IMF）の指標とな

るマーブリングスコア，胸最長筋面積及びMPSス

。 、コアと他の形質の相関係数を計算した 前報では

マーブリングスコアと発育初期の体重に低いなが

ら有意な負の相関がみられたが、本研究では有意

な相関はみられなかった。

一方、血中乳酸値とPCSは負の相関(P<0.01)、

シマリ、ドリップロス重量、Minolta L*値及びMi

nolta b*に有意な正の相関がみられた（P<0.01,P

<0.05 。また、乳酸値と120日及び150日体重に低）

いながら正の相関がみられた。と畜前のベルトコ

ンベア内における順番が遅いほど血中乳酸濃度が

高くなる傾向があり、と畜前の負荷が肉中の乳酸

量を高めることによる肉質低下の関連性が示唆さ

れた。一方、血中乳酸濃度と背脂肪厚には中程度

の正の相関がみられた。脂肪の代謝は解糖反応と

異なり、脂肪を代謝しても乳酸を産生しないこと

から、これらの関連性について調査数を増やして

解析する。
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表4 維持の状況

表5 年度別繁殖育成成績
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表6 平均血縁係数・近交係数・遺伝的寄与率変動係数の推移

表7 各ステージにおける調査豚の発育成績
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表8 調査豚の枝肉等計測値

表9 調査豚の肉質等計測値

表10(1) 各形質の形質相関
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表10(2) 各形質の形質相関


